
開
催
：
令
和
６
年
10
月
28
日

参
加
者
：
21
名

内
容
：
2024

年
度

企
画
部
最

後
の
行
事
「
三
島
食
品
工
場
・

聖
天
宮
の
見
学
」
を
10
月
28

日
に
実
施
し
た
。

朝
の
雨
も
、
出
発
地
若
葉

駅
に
着
く
前
に
上
が
っ
た
。

参
加
者
21
名
の
顔
も
明
る
く

楽
し
い
見
学
会
が
期
待
で
き

た
。
バ
ス
で
移
動
し
て
工
場

見
学
開
始
、
工
場
長
か
ら
説

明
を
受
け
担
当
者
に
引
率
さ

れ
、
レ
ト
ル
ト
パ
ウ
チ
食
品

製
造
、
ふ
り
か
け
包
装
工
程

を
約

1
時
間
見
学
。
看
板

商
品
「
ゆ
か
り
」
「
ひ
ろ
し
」

を
頂
戴
し
工
場
を
後
に
し
た
。

次
の
聖
天
宮
（
せ
い
て
ん

き
ゅ
う

）
に
は
、
徒
歩
10

分
で
着
い
た
。
ガ
イ
ド
に
一

通
り
説
明
を
受
け
る
。
「
道

教
」
の
お
宮
で
台
湾
の
方
が

お
告
げ
を
授
か
り
こ
の
地
に

建
造
し
た
。

「
五
千
頭
の
龍
が
昇
る
聖

天
宮
」
と
称
す
る
石
や
木
の

彫
り
物
は
見
る
価
値
あ
る
。

異
国
ム
ー
ド
の
「
聖
天
宮

（
台
湾
の
お
宮
）
」
の
見
学

を
名
残
惜
し
く
感
じ
な
が
ら

バ
ス
で
朝
の
若
葉
駅
に
戻
る
。

全
員
何
事
も
無
く
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
解
散
し

た
．
報
告
藤
澤
・
写
真
石
黒

期
間
：
令
和
6
年
10
月
15
日

～
20
日
◆
場
所
：
北
本
市
文

化
セ
ン
タ
ー
2
Ｆ
展
示
室

今
回
は
「
暑
い
」
8
月
を

避
け
て
10
月
に
開
催
日
を
変

更
し
て
２
回
目
と
な
っ
た
。

出
展
者
数
が
21
名
、
出
展
数

148
点
で
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ

な
が
ら
大
き
な
作
品
が
増
え

て
展
示
場
所
が
か
な
り
窮
屈

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
う
れ

し
い
誤
算
で
あ
る
。
来
場
者

数
は
296
名
で
前
年
比
31
名
減

だ
っ
た
。
年
々
女
子
会
の
展

示
が
充
実
し
て
き
て
お
り
出

展
種
類
も
見
ご
た
え
が
あ
る
。

今
回
は
県
展
入
選
作
品
が
３

点
も
あ
り
、
来
場
者
の
感
想

も
「
全
体
に
こ
れ
は
レ
ベ
ル

が
高
い
」
と
称
賛
し
て
い
た

だ
い
た
。
知
り
合
い
の
鑑
賞

者
か
ら
も
「
素
晴
ら
し
い
」

と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
声
が
聞
こ
え
た

こ
と
は
、
出
展
者
に
と
っ
て

は
大
い
に
励
み
に
な
る
。
美

術
展
は
彩
央
会
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
あ
り
、
今
後
も
継
続

し
て
行
き
た
い
。

・
初
参
加
者
の
書

↓
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会
報

彩
央

コロナ禍明けで２年目の対面開催

「
い
き
が
い
大
学
」

が
閉
校
と
な
り
「
未

来
大
学
」
が
新
設
さ

れ
て
以
来
、
新
入
会

員
数
が
激
減
し
た
。

さ
ら
に
、
現
会
員
の

高
齢
化
が
進
ん
で
退

会
者
が
多
く
な
り
、

前
年
度
末
で
会
員
数

は
102
名
で
10
名
減
と

な
っ
た
。

会
員
増
対
策
と
し

て
、
第
一
は
「
未
来

大
学
」
の
卒
業
生
を

如
何
に
し
て
獲
得
す

る
か
で
あ
る
。
現
会

員
で
「
未
来
大
学
」

に
通
学
し
て
い
る
人

と
卒
業
生
は
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
に
、
彩
央
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

材
料
に
宣
伝
し
て
入

会
を
勧
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

次
に
、
そ
れ
以
外

の
人
で
も
「
特
別
会

員
」
の
道
が
開
か
れ

て
い
る
の
で
、
近
隣

の
人
や
友
人
に
「
彩

央
会
」
へ
の
入
会
を

勧
誘
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
新
会
員
が
増

加
す
る
事
で
彩
央
会

は
活
性
可
す
る
。

議案を原案通り承認

2025（R7）年度 事業計画

行 事 名 詳細（実績・予定など）

定例役員会 原則毎月第1月曜日（8月休み）

定期総会
4月26日（土）コロナ禍明け、２年目対

面開催、懇親会も実施

地域

ボランティア

地域貢献の一環として実施、年度内に４
回実施。5月、9月、11月、3月に予定

NHK放送博物館・
愛宕神社

6月17日（火）放送１００年の歴史を1日

で体験、実物展示や体験コーナー見学

パークゴルフ
大会

「彩央会」主催 5/12(月)と10/13(月)の
2回、クラブ活動は適時

ホタル観賞会 北本自然観察公園7月25日前後で検討

会報「彩央」 A3サイズ両面カラー 9月1日発送

川幅日本一・歴

史を訪ねる

川幅日本一と河川敷を歩き先人の苦労や

工夫などの歴史を訪ねる

美 術 展
北本市文化センター 2F展示ホールにて

美術展を11月25日～30日

一芸披露会 美術展開催中11月27日（木）午後開演

日本銀行本店・

博物館見学

本館の地下金庫、展示場見学・貨幣に関
する歴史的文化的資料を見学11月21日金

教養講座 12月18日（木）伊藤司法書士予定

教養講座 8年1月16日(金）相続・健康に関する講座

文集発行
令和8年2月第19号「彩央のひろば」寄稿

文や全会員の短信を掲載

桜ウオーク 令和8年3月30日（月）岩淵水門赤羽桜堤

次年度総会 令和8年４月18日（土）定期総会

第18号

「
彩
央
会
」
は
第
19
回
定
期
総

会
を
4
月
26
日
（
土
）
北
本
市

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。

コ
ロ
ナ
明
け
で
昨
年
度
か
ら
対

面
開
催
と
な
っ
て
い
た
の
で
、

本
年
も
通
常
の
形
で
の
実
施
と

な
り
、
43
名
が
出
席
、
委
任
状

出
席
51
名
で
、
会
員
102
名
の
過

半
数
以
上
と
な
り
総
会
は
成
立

し
た
。
会
場
正
面
に
は
大
き
な

文
字
で
書
か
れ
た
標
題
が
掲
示

さ
れ
、
総
会
の
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
た
。

提
案
さ
れ
た
6
議
案
は
順
次
審

議
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。
3
年
間
会
長
を
務
め
て
き

た
専
攻
1
期
花
形
敏
男
さ
ん
が

退
任
し
、
新
た
に
専
攻
3
期
石

黒
廣
行
さ
ん
が
選
出
さ
れ
た
。

石
黒
新
会
長
は
、
会
員
の
増
加

策
を
述
べ
会
員
に
協
力
を
求
め

た
。
総
会
後
の
懇
親
会
に
は
36

名
が
参
加
し
、
全
員
が
近
況
報

告
を
し
て
懇
親
を
深
め
た
。

新
会
員
の
獲
得
に
全
力
・
会
長

石
黒
廣
行

2025（R7)年度「彩央会」会長・副会長

会 長 専攻3 石黒 廣行 北本

副
会
長

総務部 24期 中村 昌彦 所沢

企画部 25期 飯沼和華子 上尾

地域活動部代理 専攻3 小金井 明 鴻巣

各期窓口の連絡員
担当期 連絡員 担当期 連絡員

13期 対尾雅之 専攻1期 花形・寺床

15～16期 対尾雅之 専攻2(火） 栗原・亀田

17期 対尾雅之 専攻2(水) 中島竹夫

18期 岩佐正二 専攻3(火） 小金井明

19期 生駒恵一 専攻3(水) 中村庄次

20～21期 倉林正和 専攻3(木)４ 石黒廣行

22期 倉林正和 専攻5(水） 石黒廣行

専科3～6 中村昌彦 専攻5(木） 菅原邦子

24期 中村昌彦 R3後期 小原秀雄

25期 久連山幹彦 ― ―

「
彩
央
会
」
定
期
総
会
開
催

いきがい大学 伊奈学園
「彩央会」会報 （第18号）
発行：2025（R7）年9月1日

発行人：会長 石黒 廣行

HP 検索キーワード： 彩央会

三
島
食
品
工
場
と
聖
天
宮
の
見
学

◆
令
和
6
年
10
月
18
日

◆

北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー

3
Ｆ
第
三
会
議
室

今
年
も
美
術
展
の
開
催
期

間
中
に
一
芸
披
露
会
を
開

く
こ
と
が
出
来
た
。
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
時
期
が

あ
っ
た
が
、
参
加
す
る
皆

さ
ん
は
そ
の
間
も
練
習
に

励
ん
で
い
た
わ
け
で
立
派

と
思
っ
た
。

美
術
展
と
一
芸
披
露
会
は
、

彩
央
会
の
重
要
な
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
。

一

芸
披
露
会
は
2
部
構
成
で

行
わ
れ
、
前
半
は
「
も
の

ま
ね
」
「
オ
カ
リ
ナ
演
奏
」

「
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
」
、

後
半
は
「
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
演
奏
」
「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」

「
講
談
」
と
な
っ
た
。
演

目
の
内
容
は
日
頃
の
練
習

の
成
果
が
出
て
素
晴
ら
し

か
っ
た
。

一
芸
披
露
会
/
会
場
と
一
体
化
し
た

懇親会の会場

美
術
展
/
埼
玉
県
展
示
会
入
選
作
品
3
点
な
ど
展
示



開
催
：
6
月
17
日
（
土
）

梅
雨
の
晴
れ
間
と
は
思
え
ぬ

猛
暑
の
中
、
彩
央
会
見
学
会

が
開
催
さ
れ
、
33
名
が
参
加
。

集
合
場
所
は
上
野
駅
中
央
改

札
口
。
定
刻
の
午
前
10
時
に

全
員
が
揃
い
、
元
気
に
出
発

し
た
。

今
回
の
見
学
先
は
、
東
京

都
港
区
愛
宕
に
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
博
物
館
。
日
本
の
放
送

の
黎
明
期
か
ら
現
代
ま
で
の

100
年
間
の
貴
重
な
展
示
や
ラ

ジ
オ
・
テ
レ
ビ
の
進
化
を
体

験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が
充
実

し
て
お
り
、
見
応
え
の
あ
る

内
容
だ
っ
た
。
館
内
で
は
、

初
期
の
ラ
ジ
オ
放
送
機
器
や

玉
音
放
送
の
原
盤
、
懐
か
し

の
テ
レ
ビ
番
組
の
映
像
ア
ー

カ
イ
ブ
、
ス
タ
ジ
オ
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
展

示
に
参
加
者
は
興
味
津
々
。

特
に
、
ク
ロ
マ
キ
ー
を
使
っ

た
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
体

験
や
8
Ｋ
放
送
の
映
像
美
に

驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

見
学
終
了
後
は
近
く
の
虎

ノ
門
ヒ
ル
ズ
ビ
ジ
ネ
ス
タ
ワ
ー

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
を
取

り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め

た
。
昼
食
後
は
隣
接
す
る
愛

宕
神
社
に
も
立
ち
寄
っ
た
。

急
勾
配
で
知
ら
れ
る
「
出
世

の
石
段
」
に
挑
戦
し
、
息
を

切
ら
せ
な
が
ら
も
大
半
の
会

員
が
無
事
登
頂
。
特
に
女
性

の
皆
さ
ん
は
強
か
っ
た
。

境
内
で
は
静
け
さ
の
中
に
歴

史
を
感
じ
な
が
ら
社
殿
に
参

拝
し
、
今
後
の
健
康
と
さ
ら

な
る
飛
躍
を
祈
願
し
た
。

午
後
３
時
頃
に
現
地
解
散
と

な
り
、
盛
況
の
う
ち
に
見
学

会
は
終
了
し
た
。
猛
暑
の
中

で
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、

誠
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

報
告
：

久
連
山

写
真
：

石
黒

出
世
の
石
段

令
和
7
年
７
月
25
日

場
所
：
北
本
自
然
観
察
公
園

参
加
者
：
9
名

昨
年
は
雨
の
為
に
ホ
タ
ル

観
賞
会
が
中
止
と
な
あ
り
、

ホ
タ
ル
に
会
え
な
い
1
年
に

な
っ
た
。
最
近
の
気
象
は
地

球
温
暖
化
の
影
響
が
あ
っ
て

異
常
な
雨
や
、
高
温
な
日
々

が
何
日
も
続
い
て
人
間
に
対

し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
そ
ん
な
中
で
ホ
タ
ル

も
き
っ
と
自
然
の
異
常
気
象

と
戦
っ
て
い
る
の
だ
思
う
。

子
供
の
頃
初
め
て
出
会
っ

た
ホ
タ
ル
と
の
遭
遇
の
感
動

に
出
会
え
る
か
な
と
、
希
望

を
持
ち
待
っ
て
る
と
２
年
ぶ

り
に
ホ
タ
ル
に
会
え
た
。

★
映
画
を
楽
し
む
会

代
表

桶
川

岩
佐
正
二

幹
事

北
本

大
島
か
よ
子

鴻
巣

熊
谷
康
夫

活
動
日
：
毎
月
一
回

活
動
場
所
：
鴻
巣
シ
ネ
マ

会
員
29
名
（
男
16
女
13
）

★
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

代
表

桶
川

岩
佐
正
二

幹
事

桶
川

藤
澤
良
正

活
動
場
所

吉
見
ゴ
ル
フ

会
員
18
名
（
女
性
3
名
）

★
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

代
表

北
本

西
村
邦
明

幹
事

鴻
巣

小
原
秀
雄

活
動
オ
ン
シ
ー
ズ
ン
月
2
回
。

会
員
6
名
（
男
女
3
名
）

日
帰
り
圏
内
ポ
タ
リ
ン
グ

★
史
跡
巡
り
ク
ラ
ブ

代
表

北
本

鈴
木
忠
博

幹
事

鴻
巣

小
原
秀
雄

活
動
：
年
4
回
、

会
員
：
43
名
（
女
性
17
名
）

★

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

代
表

鴻
巣

信
末
善
男

幹
事

北
本

花
形
俊
男

活
動
日
：
毎
月
第
二
（
月
）

活
動
：
吹
上
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

会
員
：
22
名
（
女
性
5
名
）

★
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

代
表

鴻
巣

大
野
武
夫

幹
事

北
本

石
黒
廣
行

活
動
日
：
第
一
・
三
（
水
）

会
場
：
北
本
文
化
セ
ン
タ
ー

会
員
：
16
名
（
女
性
４
名
）

★
女
子
会
・
手
仕
事
サ
ロ
ン

代
表

桶
川

柳

順
子

幹
事

桶
川

宇
野
る
い
子

活
動
日
：
第
三
月
曜
日

会
員
：
14
名

彩
央
会
美
術
展
の
出
品
作
品

を
制
作
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
楽
し
ん
で
い
る
。
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■
編
集
後
記

会
報
の
編
集
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
た
び
に
、

彩
央
会
の
皆
さ
ん
の
温
か

さ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
強
く

感
じ
ま
す
。
今
回
も
多
彩

な
活
動
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る

写
真
の
数
々
に
元
気
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
美
術
展

や
一
芸
披
露
会
の
準
備
も

い
よ
い
よ
本
格
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。
季
節
の
変
わ

り
目
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ

体
調
に
お
気
を
つ
け
て
、

充
実
し
た
日
々
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

編
集
長

専
攻
3
石
黒
廣
行

委
員

22
期

倉
林
正
和

委
員

25
期

久
連
山
幹
彦

委
員

専
攻
2

中
島
竹
夫

委
員

専
攻
3

中
村
庄
次

委
員

未
来
3

菅
原
邦
子

開
催
令
和
7
年
５
月
３
日

場
所
：
８
号
地
高
尾
宮
岡

の
景
観
地

参
加
者
９
名
（
女
性
2
）

本
日
の
作
業
は
小
枝
の

集
積
地
か
ら
粉
砕
機
ま
で

運
ぶ
お
手
伝
い
を
す
る
。

5
～
6
ヵ
所
あ
っ
た
置
き

場
も
な
く
な
り
、
本
来
の

雑
木
林
の
景
観
と
な
り
、

ト
ラ
ス
ト
の
精
神
で
あ
る

「
自
然
環
境
の
維
持
・
管

理
」
の
実
践
が
で
き
た
と

感
じ
た
。
11
時
30
分
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
終
了
。

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る

タ
ケ
ノ
コ
狩
り
を
し
、
お

土
産
に
頂
き
、
今
晩
の
タ

ケ
ノ
コ
料
理
を
楽
し
み
に

解
散
と
し
た
。

ホ
タ
ル
観
賞
会

７
ク
ラ
ブ
の
活
動

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
博
物
館
と
愛
宕
神
社
を
見
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

講
演
令
和
6
年
12
月
18
日

講
師
：
今
井
博
昭
氏

参
加
者
：
27
名

奇
し
く
も
県
内
10
大
二
ユ
ー

ス
が
発
表
さ
れ
第
1
位
に
選

ば
れ
た
新
一
万
円
札
、
そ
の

肖
像
に
登
場
し
た
深
谷
市
出

身
の
実
業
家
渋
沢
栄
一
講
演

会
を
開
催
し
た
。

「
日
本
資
本
主
義
の
父
」

と
呼
ば
れ
る
渋
沢
は
生
涯
で

500
社
の
設
立
に
関
わ
っ
た
と

さ
れ
、
会
社
は
皆
の
も
の
と

の
信
念
か
ら
、
渋
沢
の
名
が

残
る
の
は
、
渋
沢
倉
庫
１
社

で
あ
る
。
県
内
で
も
埼
玉
り

そ
な
銀
行
、
秩
父
鉄
道
の
ゆ

か
り
の
企
業
が
営
業
を
続
け

て
い
る
。
参
加
者
は
郷
土
埼

玉
の
偉
人
の
功
績
を
改
め
て

実
感
し
た
。

教
養
講
座

実
業
家
・
渋
沢
栄
一

講
演
令
和
7
年
2
月
12
日

講
師
：
村
田
裕
子
氏

参
加
者
：
29
名

彩
央
会
の
会
員
の
皆
様

は
、
日
頃
か
ら
健
康
に
注

意
し
て
生
活
し
て
い
る
事

と
思
い
、
終
活
な
ど
は
ま

だ
先
の
事
と
思
っ
て
い
る

方
が
殆
ど
だ
と
思
う
。

本
日
参
加
さ
れ
た
多
く
の

方
は
す
ぐ
に
必
要
な
事
で

は
な
く
、
知
っ
て
い
れ
ば

将
来
に
役
に
立
つ
と
考
え
、

参
加
し
て
い
る
も
の
思
う
。
。

本
日
の
村
田

行
政
書
士
は
、

い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
受
け

て
い
る
中
で
特
に
「
贈
与

税
と
事
例
に
つ
い
て
」
の

話
を
し
て
も
ら
っ
た
。

税
金
関
係
に
つ
い
て
は
個
々

の
人
に
よ
り
違
う
が
、
事

例
に
つ
い
て
は
、
分
か
り

易
く
勉
強
に
な
っ
た
。

贈
与
税
と
そ
の
事
例
に

日
時
令
和
7
年
3
月
28
日

参
加
者
は
16
名
。
午
前
10
時

に
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物

館
に
集
合
し
、
学
芸
員
か
ら

明
治
維
新
以
降
の
説
明
を
受

け
、
そ
の
後
は
各
自
、
古
代
・

中
世
・
近
世
の
コ
ー
ナ
ー
そ

し
て
特
別
展
を
見
学
し
た
。

昼
食
は
館
内
の
休
憩
所
で
、

午
後
は
大
宮
ガ
イ
ド
会
の
方

に
案
内
を
受
け
た
。

大
宮
公
園
の
歴
史
（
明
治
維

新
ま
で
は
氷
川
神
社
の
奥
山
）
、

大
正
10
年
に
本
県
出
身
の
林

学
博
士
本
田
静
六
な
ど
に
よ
っ

て
近
代
化
が
進
め
ら
れ
た
こ

と
、
そ
し
て
氷
川
神
社
の
由

来
に
つ
い
て
事
細
か
に
案
内
・

説
明
頂
き
、
そ
の
素
晴
ら
し

さ
を
再
発
見
し
た
。
一
万
歩

近
く
歩
い
た
が
、
楽
し
い
一

日
で
あ
っ
た
。

大
宮
公
園
と
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
の
散
策


